
（１）第２７２号 せいわだいにゅ～す 平成３０年１月１４日

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

発行 地縁法人 清和台自治会 〒666-0143 川西市清和台西2-1-83 TEL799-1306 FAX799-4104

HP http://seiwadai.net/ E-Mail seiwadai1306@jttk.zaq.ne.jp

一
般
者
向
け
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
（
11
㎞
）

と
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
車
椅
子
の
方
で
も
参
加

で
き
る
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
（
５
㎞
）
を
設

け
て
い
ま
す
。

景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
日
頃
の
運
動

不
足
を
解
消
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ゴ
ー
ル
で
は
、
11
時
半
頃
か
ら
温
か
い

豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

※
飲
み
物
は
各

自
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

～
お
願
い
～

ペ
ッ
ト
を
連
れ

て
の
参
加
は
、

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

全
国
自
主
防
災
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

自
主
防
災
会
々
長

中
村
清
秀

昨
年
11
月
21
・
22
日
、
全
国
防
火
・
防

災
協
会
主
催
で
消
防
庁
長
官
臨
席
の
も
と
、

都
道
府
県
か
ら
各
２
名
が
行
政
の
推
薦
を

受
け
て
出
席
の
上
、
「
全
国
自
主
防
災
会

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
東
京
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

兵
庫
県
か
ら
清
和
台
自
主
防
災
会
と
神

戸
東
灘
防
災
会
が
参
加
し
、
元
岩
手
県
知

事
の
増
田
寛
也
氏
の
「
地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
」
と
、
気
象
庁
の
宮
田
次
郎
氏
の

「
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
へ
の
取
り
組

み
」
の
講
演
と
活
動
発
表
、
グ
ル
丨
プ
ミ
ー

テ
イ
ン
グ
な
ど
中
身
の
あ
る
有
益
な
研
修

会
で
し
た
。

清
和
台
の
子
ど
も
は
将
来
、
進
学
・
就

職
や
結
婚
な
ど
で
危
険
地
域
へ
出
て
い
く

可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
の
頃

か
ら
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
、

５
年
前
か
ら
小
学
４
年
か
ら
６
年
ま
で
を

対
象
に
、
「
子
ど
も
防
災
ク
ラ
ブ
」
に
取

組
ん
で
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

他
県
で
は
「
子
ど
も
防
災
」
に
取
組
ん

で
い
る
自
主
防
災
会
は
な
く
、
参
考
に
し

た
い
と
の
声
が
多
か
っ
た
の
が
印
象
的
で

し
た
。

北
の
玄
関
口
と
し
て
期
待
さ
れ
る
新
名

神
高
速
道
路
が
、
12
月
10
日
に
高
槻
ジ
ャ

ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
川
西
イ
ン
タ
ー
ま
で
が

部
分
開
通
し
ま
し
た
。

市
議
会
で
は
、
平
成
９
年
１
月
に
高
速

道
路
周
辺
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

周
辺
自
治
会
の
参
画
に
よ
る
対
策
協
議
会

が
発
足
。
環
境
調
査
や
交
通
量
予
測
、
影

響
な
ど
対
策
を
協
議
。
周
辺
自
治
会
や
地

権
者
と
の
協
議
が
重
ね
ら
れ
て
こ
の
度
の

開
通
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
３
月
末
頃
に
は
神
戸
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
ま
で
の
開
通
が
予
定
さ
れ
、
中

国
自
動
車
道
と
並
行
し
た
高
速
道
路
網
の

完
成
に
よ
り
、
自
然
災
害
な
ど
の
大
規
模

災
害
時
に
お
け
る
強
靭
な
道
路
網
が
完
成

し
、
新
た
な
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る

地
域
の
安
全
性
向
上
と
経
済
活
動
の
活
性

化
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
環
境
影
響
に
対
す
る
評
価
と
フ
ォ

ロ
ー
活
動
及
び
適
切
な
土
地
利
用
に
つ
い

て
、
動
向
を

見
極
め
な
が

ら
対
応
に
取

組
み
ま
す
。

第
33
回
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

２
月
４
日
（
日
）

中
央
公
園
で
９
時
か
ら
受
付

新
名
神
川
西
イ
ン
タ
ー
開
通

川
西
市
議
会
議
員

小
山
敏
明



区域

21日（日） 東１～３ 上大畑　・午後４時

27日（土） 東４～５ 雨堤公園・午前10時

28日（日） 西３～５ 西駒谷　・午前10時

10日（土） 西１～２ 東池公園・午前10時

10日（土） 住宅団地 ヒゼンコ・午後３時

※約1時間歩きます　　雨天中止

※健幸マイレージの対象です

集合開催日

役
員
会
だ
よ
り
（
３
９
５
号
）

開
催
12
月
17
日

[
議
題
報
告
事
項]

・
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催
（
下
記
参
照
）

・
年
末
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル

・
防
災
訓
練

１
月
14
日

・
中
央
公
園

フ
エ
ン
ス
修
理

12
月
7
日

緑
地
課
と
話
し
合
い

・
東
５

オ
タ
フ
ク
ナ
ン
テ
ン
の
植

え
替
え

１
月
10
日
か
ら

・
３
自
治
会
情
報
交
換
会

１
月
27
日

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ

・
「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
今
後
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
立
ち
上
げ

・
東
池
公
園
の
防
犯
カ
メ
ラ

市
の

補
助
金
認
可

工
事
は
１
月
予
定

[

各
部
報
告]

(

総
務
部)

・
部
長
会
、
役
員
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
の
準
備
、
開
催
、
議
事
録
作
成

(

広
報
部)

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」

２
７
１
号
発
行

Ｈ
Ｐ
ア
ッ
プ

(

環
境
部
）

・
公
園
管
理

四
季
の
小
径

ベ
ン
チ
が
台
座
か

ら
外
れ
て
い
る

修
理
依
頼
済

・
苦
情
受
付

①
各
公
園

ゴ
ミ
箱
が
缶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
一
杯
の
時
が
あ
る

②
台
風
被
害

東
１
空
き
家
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
倒
壊

市
に
報
告
済

③
西
３

空
き
家
に
ア
ラ
イ
グ
マ

市
に
報
告
済

・
資
源
回
収
11
月
実
績

56
・
３
ｔ

（
前
年
同
月
比
１
０
５
、
２
％
）

(

福
祉
・
保
健
部
）

・
11
月
度
慶
弔
関
係

結
婚
４
件
、

お
悔
や
み
５
件

・
赤
い
羽
根
募
金

集
計
結
果

合
計
件
数

２
、
５
５
９
件

合
計
金
額

７
７
５
、
９
７
７
円

(

文
教
部)

・
横
断
幕
、
の
ぼ
り
点
検

・
人
形
劇
開
催

（
５
面
参
照
）

(

体
育
部
）

・
大
人
の
体
力
測
定
会
（
下
記
参
照
）

(

安
全
部
）

・
夜
パ
ト
、
青
パ
ト
順
調
に
進
行

・
カ
メ
ラ
制
御
盤
鍵
の
統
一

・
８
号
基
デ
ー
タ
ー
抜
け
発
生

更
新
の
必
要
有
り

発
注
依
頼
済

・
年
末
パ
ト
ロ
ー
ル

12
月
27
・
28
日

(

会
館
運
営
部
）

・
各
会
館
消
防
点
検
完
了

12
月
４
日

・
ガ
ス
漏
警
報
器
点
検
完
了

第
２
自

下
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

11
月
25
日
に
第
３
、
２
地
区
、
12

月
10
日
に
第
１
、
４
地
区
の
各
自
治

会
館
で
開
催
。

延
べ
１
３
３
名
が
参
加
。
中
村
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、
千
鳥
民
生
・
児

童
委
員
が
地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
地
区
担
当
副
会
長
の
司

会
で
地
区
別
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

多
数
の
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

最
後
に
安
藤
福
祉
部
会
長
が
災
害

時
要
援
護
者
支
援
の
登
録
を
要
請
し

て
終
了
し
ま
し
た
。

大
人
の
体
力
測
定
会

体
育
部

12
月
23
日
に
開
催
。

測
定
項
目
は
、
上
体
起
こ
し
、
開

眼
片
足
立
ち
、
長
座
体
前
屈
、
握
力
、

そ
し
て
市
保
健
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方

に
専
用
機
器
を
用
い
て
、
体
組
成
、

血
管
年
齢
、
身
体
バ
ラ
ン
ス
の
測
定

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

寒
い
中
、
56
名
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
普
段
の
健
康
の
目
安
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

せいわだいにゅ～す 平成３０年１月１４日（２）

新
入
会
員
（
敬
称
略
）

（
12
月
度
）

戸
田

武
門

西
１

武
田

大
輔

東
４

幸(Co)-ウォーキング 安全部

これからの予定（１・２月）



班
長
の
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た総

務
部

平
成
29
年
度
上
半
期
の
班
長
を
務

め
ら
れ
た
２
２
８
名
の
方
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
願
い
し
て
、
１
６
８
名
の
方

に
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
回
答
率
73
・
７
％
）

班
長
の
皆
さ
ん
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
質
問
】

班
長
を
務
め
て
い
た
だ
く
の
は
何

度
目
で
す
か
？

①
初
め
て

21
名

②
2
度
目

30
名

③
3
度
以
上

106
名

【
質
問
】

班
長
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い

た
の
は
平
均
し
て
月
何
回
で
す
か
？

最
高

５

回

最
低

１

回

平
均

１
・
６
回

【
質
問
】

１
回
当
た
り
の
活
動
時
間
は
平
均

し
て
何
分
位
で
す
か
？

最
高

５
時
間

最
低

０
・
２
時
間

平
均

０
・
７
時
間

月
間
平
均
活
動
時
間
は
約
１
・
４

時
間
と
な
り
、
昨
年
よ
り
０
・
３
時

間
増
加
し
ま
し
た
。

【
質
問
】

班
長
の
仕
事
は
大
変
で
し
た
か
？

①
全
く
そ
う
思
わ
な
い

６
％

②
そ
う
思
わ
な
い

24
％

③
普
通

62
％

④
そ
う
思
う

６
％

⑤
非
常
に
そ
う
思
う

２
％

【
質
問
】

班
長
の
仕
事
で
大
変
と
感
じ
ら
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

（
複
数
回
答
可
）

①
自
治
会
費
の
徴
収

53
名

②
募
集
・
募
金

80
名

③
会
員
の
慶
弔
の
連
絡

７
名

④
入
退
会
の
連
絡

４
名

⑤
そ
の
他

０
名

大
変
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し

て
、
具
体
的
内
容
を
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
、
留
守
宅
問
題
を
上

げ
ら
れ
る
方
が
６
名
、
募
金
関
係
が

８
名
、
会
費
集
金
が
４
名
お
ら
れ
ま

し
た
。

平
成
26
年
度
か
ら
連
絡
メ
モ
（
50

枚
綴
り
）
を
班
長
さ
ん
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
54
名
の
方
が
活
用
さ
れ
ま

し
た
。

ご
利
用
さ
れ
た
方
で
利
用
し
て
良

か
っ
た
と
い
う
意
見
が
７
名
あ
り
ま

し
た
。
現
在
の
班
長
さ
ん
で
こ
の
メ

モ
を
お
持
ち
で
無
い
方
は
、
事
務
局

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
、
貴
重
な
ご
意
見
も
あ
り
、

今
後
の
自
治
会
活
動
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

『
そ
の
他
の
ご
意
見
』

・
回
覧
板
は
留
守
宅
へ
何
度
も
訪
問

す
る
の
で
ポ
ス
ト
に
投
函
で
き
る

大
き
さ
に
し
て
は
ど
う
か

・
空
き
家
が
多
く
な
り
植
木
・
ハ
チ

の
巣
な
ど
の
問
題
が
多
く
心
配
で

す
・
班
の
半
数
が
70
～
80
代
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
班
長
が
３
・
４
年

で
回
っ
て
き
そ
う
で
す
。

退
会
す
る
人
が
増
え
そ
う
。

会
員
数
を
減
ら
さ
ず
若
い
人
た
ち

へ
の
負
担
を
考
え
活
動
で
き
る
よ

う
名
案
あ
り
ま
せ
ん
か

・
自
治
会
に
加
入
す
る
こ
と
は
当
た

り
前
だ
と
思
う
が
、
役
が
回
っ
て

く
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
逃
げ
て

い
る
方
、
自
治
会
費
も
払
わ
な
い
、

何
の
仕
事
も
し
な
い
同
じ
町
に
住

ん
で
い
て
あ
ま
り
に
不
公
平
だ
と

思
う
。
近
所
同
士
で
は
言
い
づ
ら

い
の
で
、
ぜ
ひ
役
員
の
方
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す

・
様
々
な
要
望
が
時
間
の
経
過
と
と

も
に
出
て
く
る
中
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
報
告
や
相
談
が
し
に
く
い
と
感

じ
た
。
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が

あ
れ
ば
周
知
で
き
て
よ
か
っ
た

・
回
覧
板
を
回
さ
な
い
で
と
言
わ
れ

る
方
に
、
自
治
会
か
ら
受
け
取
る

よ
う
に
声
掛
け
し
て
ほ
し
い

・
高
齢
者
が
多
い
の
で
、
年
二
回
の

大
掃
除
（
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
）

を
業
者
に
委
託
し
て
は
ど
う
か

・
班
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
い
い
こ

と
だ
が
、
そ
の
回
答
の
中
で
自
治

会
へ
の
不
満
や
改
善
要
望
な
ど
の

事
項
を
し
っ
か
り
と
と
ら
え
ど
の

様
に
対
処
す
る
か
「
せ
い
わ
だ
い

に
ゅ
～
す
」
で
知
ら
せ
る
べ
き
だ

（
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
数
字
で
並

べ
る
こ
と
は
意
味
が
な
い
）

（３） せいわだいにゅ～す 平成３０年１月１４日



楽
し
か
っ
た
人
形
劇

文
教
部

12
月
16
日
、
恒
例
に
な
っ
た
「
座

ぱ
ぴ
ぷ
ぺ
ぽ
」
に
よ
り
人
形
劇
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
演
目
は
「
ピ
～
ピ
と
ポ
～

ポ
」
で
、
大
き
な
色
画
用
紙
が
ネ
ズ

ミ
の
ピ
～
ピ
と
ポ
～
ポ
に
変
身
す
る

様
子
な
ど
も
あ
り
、
子
ど
も
達
も
楽

し
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

劇
の
あ
と
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム

で
は
最
後
ま
で
勝
ち
残
っ
た
子
が
山

盛
り
の
ア
メ
を
も

ら
っ
て
得
意
気
で

し
た
。
ほ
か
の
子

た
ち
も
、
そ
れ
ぞ

れ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

も
ら
い
、
み
ん
な

楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

和(

な
ご
み)

カ
フ
ェ

日

時

２
月
11
日
（
日
）

13
時
30
分
～

場

所

清
和
苑

認
知
症
の
治
療
や
介
護
で
悩
ま
れ

て
い
る
方
々
が
集
ま
り
、
お
茶
と
お

菓
子
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て
も

ら
い
ま
す
。

お
悩
み
の
相
談
に
は
専
門
知
識
を

持
っ
た
方
が
お
応
え
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

日

時

１
月
28
日
（
日
）

11
時
30
分
～
14
時

商
品
受
付

１
月
25
日
（
木
）
～

27
日
（
土
）
午
前
中

場

所
清
和
台
公
民
館

問
合
せ

ふ
く
ろ
う
の
会

井
野

７
９
８
‐

１
５
０
４

午
後
８
時
以
降

（５） せいわだいにゅ～す 平成３０年１月１４日

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

２
月
７
日
（
水
）

11
時
～
15
時

場

所

友
楽
園

サ
ロ
ン

11
時

「
お
腹
か
ら
声
を
出
し
て
、

体
の
中
か
ら
ポ
カ
ポ
カ
に
」

音
楽
療
法
士

中
西

幸
さ
ん

映

画

13
時
～

『
荒
野
の
用
心
棒
』

ク
リ
ン
ト
・

イ
ー
ス
ト
ウ
ッ
ド

昼
休
み
に
は
、
左
記
を
開
催
し

て
い
ま
す

※

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

介
護
等
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
飲
み
物
は
用
意
し
て
い
ま

す
昼
食
は
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

福
祉
も
ち
つ
き
大
会
を
終
え
て

12
月
３
日
、
中
央
公
園
サ
ブ
グ
ラ

ン
ド
に
て
開
催
。

お
も
ち
の
配
布
に
は
長
い
行
列
が

で
き
、
約
５
５
０
名
の
皆
さ
ん
に
つ

き
た
て
を
配
り
ま
し
た
。

赤
飯
を
民
生
委
員
よ
り
、
お
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由

な
方
々
に
配
布
し
ま
し
た
。

も
ち
つ
き
体
験
で
は
、
小
さ
な
子

ど
も
達
の
姿
を
写
真
に
撮
る
ご
家
族

も
お
ら
れ
ま
し
た
。

又
、
会
場
に
設
置
し
た
「
歳
末

助
け
合
い
募
金
箱
」
に
は
多
く
の

方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
社
会
福
祉

協
議
会
に
持
参
し
ま
し
た
。

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ

マ

ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

お
悔
や
み

（
敬
称
略
）

酒
井

正
晴

西
２

中
島

一

西
１

治
部

八
重
子

東
４



せいわだいにゅ～す 平成３０年１月１４日（６）

診察室からⅡ（43） 誤嚥性肺炎

誤嚥とは、食べたり飲んだりした物が食道

に入らず、気道に入ってしまうことをいいま

す。その誤嚥により、細菌が唾液や胃液とと

もに肺に流れ込んで生じる肺炎が誤嚥性肺炎

です。だれでも、誤嚥してむせることがあり

ます。

しかしその時に誤嚥するのはわずかな量で

あり、すぐに痰として吐き出すので、肺炎に

はなりません。ところが、抵抗力が落ちた人

では、寝ている時に誤嚥することが多く、抵

抗力が低いために誤嚥性肺炎を起こしてしま

うのです。

一説には高齢者の肺炎の70％以上が誤嚥に

関係しているといわれています。誤嚥は咳反

射や咽頭反射の低下によりおきるので、どう

しても再発を繰り返す傾向があります。また、

以前、高齢者は誤嚥性肺炎に罹患しやすいと

考えられてきました。しかし、日常生活動作

の髙い人のみを対象に20～80歳後半までの各

世代で咳反射と嚥下反射を調べたところ、加

齢による変化は認められませんでした。

一方で肺炎既往のある高齢者では、咳・嚥

下反射ともに低下しており、その原因は脳血

管障害でした。まったく症状がない無症候性

脳梗塞（起床後の血圧が130を超えるとこの

無症候性脳梗塞、別名ラクナ梗塞が増加する

ことがわかっています）でも、増加すると誤

嚥性肺炎罹患率が高いことが報告されていま

す。

よく高血圧を放置して、症状がないから大

丈夫といっている方がおられますが、誤嚥性

肺炎を頻回に起こすようになって苦しむのは

ご本人だけではありません。家族に多大な苦

労を負わせることになります。

次回は診断・治療・予防のお話です。

杉田クリニック 杉田 隆彰

私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
縁
も
ゆ
か

り
も
な
い
清
和
台
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を

構
え
て
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。

大
阪
市
内
で
新
婚
時
代
を
過
ご
し
、

３
人
の
子
を
出
産
し
、
男
の
子
が
２

人
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
、
引

越
し
て
か
ら
の
生
活
を
細
か
く

思
案
し
、
そ
れ
に
沿
っ
た
マ
イ

ホ
ー
ム
、
環
境
の
条
件
を
最
も

満
た
し
て
い
た
の
が
こ
ち
ら
で

し
た
。

運
転
免
許
を
持
た
な
い
私
で

も
、
自
転
車
で
事
足
り
る
生
活

環
境
。
こ
の
10
年
間
、
子
ど
も

達
は
清
和
台
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
、
子
ど
も
会
と
お
世
話

に
な
り
、
今
も
学
校
、
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
、
私
の
パ
ー
ト
ま
で
清

和
台
で
収
ま
り
あ
り
が
た
い
で

す
。自

然
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い

て
、
青
パ
ト
同
乗
や
幸
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
満
喫
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
の
故
郷
と
な
る
清

和
台
が
い
つ
ま
で
も
素
敵
な
街

で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
常
日
頃

陰
で
尽
力
く
だ
さ
る
自
治
会
関
係
者

の
皆
様
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

10
年
に
な
り
ま
し
た

私
の
故
郷

西
１
‐
５

志
田

都
々
美


